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Presenter Notes
プレゼンテーションのノート

ただし、どちらか片方の親から変異を受け継いだとしても、すぐにがんになるわけではありません。片方の遺伝子が変異によって機能しなくても、もう片方の遺伝子が正常であれば、その機能を補ってくれます。しかし、もし何かの原因でもう片方の遺伝子にも変異が起こると、両方の遺伝子が正常に働くことができなくなり、がんになる確率が高くなると考えられます。
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Presenter Notes
プレゼンテーションのノート
•遺伝子には，さまざまな働きがあります．『がん抑制遺伝子』とよばれるがんの発生をおさえる遺伝子のグループが，遺伝性腫瘍症候群に関係しています．
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Presenter Notes
プレゼンテーションのノート
今後更に、がんの予防や治療の両面において遺伝情報が活用されることが期待されています。
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